
イタヤガイの中間育成のあり方について

松山康明

イタヤガイの中間育成における解決すべき課題として①イタヤガイに付着する生物の防止対策②

飼育の好適水深③１かご当りの飼育数麺などかあげられる。これらについて若干の知見を得たので

報告する。

材料と 方法

中間育成の施設は図１に示した恵曇湾の東寄り，水

深３０〃域にある天然採苗施設を併用した｡飼育に使用

したかごは縦33ｍｚ高さ１８ｍ目合３”のパールネ

ットで飼育期間は昭和57年６月９日から１１月５日で

あるｐ

付着生物の防止にあたっては，飼育かどの改良の必

要性を探るため前記サイズのパールネットと，パール

ネットの周辺（底面は除く）を布地で被ったもの（以

下，布地かごという），玉ねぎ袋内に塩化ビニール性

波板を入れ被ったもの（以下，玉ねぎ袋かごという），

塩化ビニール性波板で被ったもの（以下，波板かごと

いう）の４種類の飼育かごを用意した（図２）。かご

には20個ずつのイタヤガイを収容し，成育状況と付着

生物の型について調べた。

飼育水深については，表層（水深８．９痢）中層（１４

．１５柳）深層（２０．２１〃）に飼育かごを垂下し，層

別の成育状況を調べた。

１かご当りの飼育数量については１０，２０，２５，３０，

４０，５０個とイタヤガイの収容麺を違え，同時に飼育

水深の影響を受けないよう配慮してかごを垂下した。

調査は飼育数型別の成育状況と死貝，変形貝の出現状

況について行った。なお，飼育水深ならびに数迅の調

査に当って，飼育かごはパールネットと波板かごを用

８０Ｍｒ（し幻⑥

Ｐ子

'

図1 中間育成施設の設置場所
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図２パールネットを被った飼育かご
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表１飼育かどの異なりによる成育差と付着生物の防止効果

１日
飼育かご 取揚時重量

1８．４－４２．７９
２９８

（１６．２）

27.-143
８．６

UV打

1６－２４

１８．７

口Ⅳ

４７－６５

５６．６

瓜Ⅳ
９

パールネソト 0．２５ ０２９

1５．５－３４．７

２３．８

（２１．４）

４９－６６

５８．５

1５－２３

１８．２

0．１－５．４

１４
布地かご 0.27

0.27

０．０６

1７．２－４１．２

２７．２

（１９．６）

1７－２３

１８．４

5０－７２

６０．８

0．１－６．２

２．５
玉ねぎ袋かご 0．２８ 0．０９

1８６－４２．４

２９．５

（１８．６）

５３－７１

６１．８

0．１－８．７

３３

1６－２５

１８．６
波板かご 0．２９ ０．１１

上段：範囲，下段：平均値，（変異係数）

い，かごによる成育状況などについても比較した。

結果と考察

①付着生物の防止対策；表１に示したごとくパールネットに収容したイタヤガイについては，付着

生物が貝重量の30％を占め貝殻全体に密生した状態で認められた。布地，波板かご等に収容した

イタヤガイでは付着生物が貝重量の６～１０％と少なく，特に布地かどによるイタヤガイの付着生

物はまばらで，貝掃除が極めて容易であった。次に飼育かと別の成育状況をみると，パールネット

に収容したイタヤガイは飼育期間内で38"の成長をみせ，付着生物を除いた取揚げ重量で２１９を

示した。一万，パールネヅトを被ったもの，すなわち布地かごでは飼育期間内の成長か４０鯛，玉

ねぎかごでは４２ｍＶ，波板かごでは４３噸と，パールネヅトるイタヤガイに比べ成長が良く，重鼬的

にも重かった。これらのことから，パールネットを何らかの材質で被うことはイタヤガイの貝掃除

の時間短縮につながると同時に，成育面でも好結果が得られると思われた。

③飼育水深；パールネットに収容しての層別の成育状況を表２に，波板かごでの層別の成育状況を

表３に示した。成育状況が良好な水深層を探ると，パールネットでの飼育結果では中，深層域が，

波板かごでは中層域に垂下したイタヤガイの成長が優れていた。また，ここには表示していないが

表層域のイタヤガイには１～２個体の死亡または変形貝が認められた。これらのことから，表層域

にかごを垂下することは，波浪などの影響を受け，かごが安定しない日も多く成長ならびに貝の死

亡，変形に対し悪影響が出やすいと思われた。従って，イタヤガイの餌料生物の分布層について把

握が困難な現在，飼育かごは，かごの安定と見掛上の成長面から判断して，中層域を中心に垂下す

る必要があろう。なお，飼育かごによる成育状況については，波板かどの万が変異係数も小さくて

-105-



表２パールネットによる飼育水深別の成長比較

１日当り成長型

０．２５８７２V

0．２８

０．２７

０．３１

０．２８

０３０

変異係数

深水

４７－６０”

（５５．５）

１６－２１噸

（17.6）
6.1

１６－２８

（19.4）

５４－６８

（６１．０）
5.4９

５３－６４

（５８．９）

１６－２４

（１８．２）
4.8

ｕ
｜
咽
｜
即
｜
皿

５１－７２

（６４．２）

１６－２４

（１７．９）
8.6

５２－７１

（６３．０）

１６－２５

（２１．７）
8.1

５８－７０

（６３．８）

１６－２５

（１９．２）
4.9

(平均値）

表５波板かとによる飼育水深別の成長比較

変異係数 1日当り成長量

０．２８，ｍ
５６－６８噸

（６２．３）

１７－２４噸

（２０．７）
6.3

１８－２６

（２０．６）

５９－７４

（６４．８）
5.6 0．３０

１７－２４

（１９．７）

６３－７２

（６８．１）
4.5 0．３２

－

０．３２
１７－２９

（２０．３）

６４－７２

（６８．１）
3.8１５

１６－２４

（１８１）

５７－６５

（６１．８）
5.7 0．２９２０

１５－２７

（２０．５）

５３－６６

（５９．３）
0．２６5.7２１

(平均値）

均一的な成長を示し，同時に成長もわずかではあるが良かった。

③飼育数型；ｌかご当りの飼育数量については表４．５に示したごとく，パールネットおよび波板

かごとも収容量の多少が成長ならびに死亡・変形貝の出現に関与しているようであった。特に１か

ご当り10個の収容量では，両かごとも成長が良く商品殻長である８０ｍ『に近い68～69繩にもなっ

た。しかし，収容量が３０個以上になると成長も悪く，そのうえ死亡，変形貝の出現が急速に高まっ

た。その点，漁業者において現在実施している２０個ならびに２５個の収容量は，ｌかご当りの数量

を考慮したうえでの成長さらに死亡・変形貝の出現状況などから判断して妥当と思われた。－面，

数を多く収容した場合は，多少の死亡・変形貝が出現しても相当量の貝は確保できる。従って，将

来の周年出荷に向け，早期出荷のものは成長の良い少ない収容壁で，出荷盛期に当っては現在実施
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表４パールネヅトによる飼育数量別の成長比較

ｌＬ

■■

【ｌＣ

4(１

【ｌ【

(平均値）

表５波板かとによる飼育数量別の成長比較

0

r1

L｣

０１】

（平均値）

している２０個ならびに２５個の収容量で対応し，それ以降は小型な貝を長期に渡って養殖するなど

現在の画一的な収容量にこだわらない需要に応じた飼育についても考えていく必要があろう。なお

ここでも波板かどの万が，どの収容量とも成長が良く，全体的には死亡・変形率も低かった。

以上のようにパールネットを何らかの材質で被った万が付着生物の防止，飼育水深，飼育数量の

面で好結果が得られた。このことは，付着生物が多いとイタヤガイとの餌の競合か予想され，これ

がパールネットで飼育したイタヤガイの成長の悪さに結びついたと思われた。また，パールネット

を被うことによる影の効果，すなわちイタヤガイの暗やみを好む習性が生され，これが成育ならび

に貝の生息環境の安定につながったものと推測した。
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